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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

低分子量 G タンパク質は、細胞の増殖、形態形成、内膜輸送など多くの細胞機能においてシグナル伝達の

分子スイッチとして働いている。このうち Rab5 は細胞内膜輸送、特に初期エンドソーム形成に重要な役

割を果たしている。今回、Rab5 がどのようにして初期エンドソーム形成の制御を行っているのかを調べ

る目的で、分裂酵母 Schizosaccharomyces pombe の Rab5 ホモログ Ypt5 と相互作用する因子の検索を行

った。また、Rho サブファミリーはアクチン細胞骨格系の制御を行うことによって、細胞の形態や分裂に

重要な役割を果たしている。Rho サブファミリーを負に制御する RhoGAP について、細胞の形態や分裂

に及ぼす役割について検討した。一部の RhoGAP について相互作用因子の検索を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


